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学校と保育園給食のアレルギー対策 

～調理室のアレルゲンを見える化して対策支援～ 

北多摩西部保健医療圏 

実 施 年 度 開始  平成２６年度　   終了（予定） 平成２９年度 

背 景 

近年食物アレルギーに対する社会的認知が進み、食品事業者の意識も高まりつ

つあるが、残念ながら平成２４年度は都内で重大なアナフィラキシー事例が報告

された。現在、学校や保育園給食関係者は食物アレルギーに対し一層の関心を払

い、事故防止対策を徹底的に見直している。 

当所では平成１９年度から食物アレルギーについての調査研究を全国に先駆

けて実施しており、平成２２年度からは保健所計画事業として給食施設について

アレルギー対策事業を進めている。 

事故原因の三要素（誤使用、誤配膳、意図せぬ混入）のうち最も対応が困難な

意図せぬ混入防止に主眼を置き、調理施設の食物アレルギー対策を支援する。 

目 標 

アレルゲンの意図せぬ混入について、除去すべき重要管理点の検討と具体的な

除去方法を検証し、得られた知見をもとに普及啓発を実施する。 

平成 26 年度は「小麦」の飛散対策について及び「牛乳」の洗浄について、給

食調理施設の現状に即した対策を検証したので公表し、普及啓発した。27年度は

「たまご」、28 年度は「アレルゲンが複数混合された食材」、29 年度は「落花生

及びその他のアレルゲン」について、食材特性に応じた意図せぬ混入防止の具体

的な方策を実用化するとともに、最終年度に取りまとめた成果の公表、普及方法

を検討する。 

事 業 内 容 

管内の学校及び保育園の給食調理施設で食器や調理器具及び調理設備等への

アレルゲン残留実態を把握し、実験室や調理現場で効果を検証している。 

検証された具体的な対策について、各種発表の機会をとらえて報告するととも

に当所ホームページへの掲示、講習会を実施して対象施設への普及啓発など行っ

ている。 

本年度は「小麦」の飛散及びその対策について保育園の調理施設で効果を検証

した結果を取りまとめるとともに、調理器具や食器に残留、固着した「乳」の洗

浄・除去について保健所内で実験し、得られた知見について発表の機会を得て報

告した。また、その結果を「誤食対策」「緊急時の対応」とともに保育園対象の

講習会で普及啓発した。さらに調査研究の内容については当所のホームページに

掲示している。 

健康安全研究センターで実施した加熱調理されたアレルゲンの洗浄実験に参加

し、技術的支援を行った。

評 価 

管内の保育園給食関係職員を対象とした講習会は 7回、一般都民向け講演会２

回で合計６９０人の参加を得られ、継続を依頼されるなど高い評価を得た。 

この事業の内容を報告した「食物アレルギー事故防止対策の推進について：調

理現場における簡便な「小麦」と「乳」のコンタミネーション予防」は全国食品

衛生監視員協議会で優秀賞を得た。 

健康安全研究センターと連携して実施した実験で得られた結果はウェブで公

表されるとともに、講習会用の資材に活用して食品監視課が衛生監視員向けに配

布するなど、有効に活用されている。 

なお、本事業は東京都食品安全情報評価委員会で検討され、情報収集の継続を

求められている。 

問い合わせ先 

東京都多摩立川保健所 生活環境安全課 食品衛生第一係 

電    話  ０４２－５２４－５１７１（代表） 

ファクシミリ  ０４２－５２８－２７７７ 

E-mail     S0200165＠section.metro.tokyo.jp 
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図１ 施設内設備の配置状況 図２ 捕捉用シャーレ配置図 

表1　保育園調理場内の小麦飛散状況

シャーレ
設置場所

No. 設置箇所名
小麦ふるい場所
からの距離

【小麦】検査結果

① 食洗器横 2.5m ＋

② シンク網上 2.5m ＋

③ 作業台 0.3m ＋

④ 食器保管庫上 3.0m ＋

⑤ 作業台 1.0m ＋

⑥ 移動式作業台 3.0m ＋

⑦ オーブン横 3.0m ＋

⑧ コンロ横 3.5m ＋

⑨ 換気扇右 - ＋

⑩ 換気扇左 - ＋

調理場内

調理場外

１ 目的 
当所では平成 19 年度より食物アレルギー事故防止対策に関する調査を行っており、平成 24 年度は

実験室環境下で、小麦ふるいによる小麦粉の飛散状況実験及び乳の残留状況実験を実施した。その結

果、小麦アレルギー物質（以下、【小麦】と記載）は無風条件下において、粉ふるいを行うことによ

り半径 3 m 以上飛散する可能性が示された。また乳アレルギー物質（以下、【乳】と記載）は容器に

残留しやすく、中性洗剤に比べ弱アルカリ性洗剤が効果的だが、通常の洗浄を複数回行っても除去す

ることが難しいという結果を得た。平成 25 年度は、前年の実験結果から予想されるコンタミネーシ

ョンによる食物アレルギー事故を防止するための、簡便かつ具体的な方法を検討することを目的とし、

実際の調理現場における【小麦】の飛散状況及び【乳】の洗浄方法について実験を行った。また得ら

れた知見に基づき、アレルギー対応食提供における注意点について、普及啓発を行ったので報告する。 
 
２ 小麦ふるいによる小麦粉の飛散状況実験 
（１）作業台上での小麦ふるいによる保育園調理場内の小麦粉飛散状況実験 

ア 調査内容 
東大和市内の保育園給食調理場（図 1）において、換気扇が稼動している条件下において、

作業台の上で小麦ふるいを行い、調理場内の小麦粉飛散状況を調査した。 
調理場内 8 箇所及び調理場外の換気扇排気口 2 箇所に、5mL の緩衝液を滴下した捕捉用の

シャーレを設置し（図 2）、小麦ふるい開始後 60 分間小麦粉の捕捉を行う。計 10 箇所のシャ

ーレについて、アレルギー検査キット（日本ハム株式会社「FASTKIT スリム」：検出限界

25ng/mL）を用い【小麦】の有無を調査した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

イ 結果及び考察 
調理場内 8 箇所及び調理場外の換気扇排 

気口 2 箇所、計 10 箇所（図 2）のすべてか 
ら、【小麦】が検出された（表 1）。本検討の 
結果から、調理場内の作業台上で小麦ふるい 
を行った際には、換気扇により調理場外へ小 
麦粉が排出されるが、調理場全体にも小麦粉 
が飛散していることが確認された。 

 
 
 

No.: 小麦捕捉用シャーレ 

小麦ふるい箇所
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図３ 捕捉用シャーレ配置図 

0～5分 5～30分 30～60分 60～120分

① 食洗器横 6.0m － ＋ － －

② シンク網上 5.0m － － － －

③ 作業台 4.0m ＋ ＋ ＋ ＋

④ 食器保管庫上 3.9m － － － －

⑤ 作業台 2.0m ＋ － － －

⑥ 移動式作業台 1.2m ＋ － － －

⑦ コンロ横 1.0m ＋ ＋ ＋ －

調理場外 ⑧ 換気扇直下 - ＋ ＋ ＋ －

小麦ふるい開始後の時間区分

表2　保育園調理場内のフード直下による小麦粉の飛散状況実験

シャーレ
設置場所

調理場内

No. 設置箇所名 距離

（２）フード直下での小麦ふるいによる保育園調理場内の小麦粉飛散状況実験 
ア 調査内容 

同施設のフード直下で小麦ふるいを行った際の小麦粉 
飛散状況を調査した。 
調理場内 7 箇所及び調理場外の換気扇直下 1 箇所に、 

5mL の緩衝液を滴下した捕捉用のシャーレを設置し（図 3）、 
小麦ふるい開始後 0～5 分、5～30 分、30～60 分及び 60～ 
120 分に時間を区切り、小麦粉の捕捉を行う。計 8 箇所にお 
いて、それぞれの時間区分における【小麦】の有無をアレル 
ギー検査キットを用い調査した。 

 
イ 結果及び考察 

調理場内に設置したシャーレでは、小麦ふるい開始後 0～5 分の時間区分において③、⑤、

⑥及び⑦のシャーレから【小麦】が検出された。小麦ふるい開始後 5～30 分の時間区分では①、

③及び⑦のシャーレから、小麦ふるい開始後 30～60 分の時間区分では③及び⑦のシャーレか

ら【小麦】が検出された。小麦ふるい開始後 60～120 分の時間区分には、③のシャーレのみか

ら【小麦】が検出された。一方、調理場外の排気口に設置した⑧のシャーレは、小麦ふるい開

始後 0～5 分、5～30 分および 30～60 分の時間区分で【小麦】が検出されたが、60～120 分の

時間区分では検出されなかった。（表 2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 24 年度に実施した無風条件下での実験では、小麦ふるい開始後 5～30 分の時間区分に

おいて 3m 以上の範囲に小麦粉が飛散することがわかったが、本実験において小麦ふるい場所

から 2m 以内に設置した⑤及び⑥について、小麦ふるい開始後 5～30 分以降の時間区分で【小

麦】は検出されなかった。したがって、換気扇直下で小麦ふるいを行うことより、調理場内全

体に広範囲に渡る小麦粉の飛散を、減少させられることが示唆された。 
また、①及び③は、小麦粉をふるった調理従事者が、その後の作業で移動した場所であった。

小麦粉をふるった調理従事者は、小麦ふるい開始から 2 分後、ふるい器の洗浄を行うため 2 槽

シンク付近へ移動し、ふるい後の小麦粉に卵を加えて混ぜ合わせるため、再び小麦ふるい場所

に戻った（図 4）。更にその後、小麦ふるい開始後 13 分以降は、③付近の作業台へ移動し、実

験が終了する時間まで、小麦粉や卵などを混ぜ合わせたペーストを小分けする等の作業を行っ

No.: 小麦捕捉用シャーレ 

小麦ふるい箇所
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表3　牛乳洗浄実験条件

条件 使用水 つけ置き※１ 洗浄用具

（ア） スポンジ
（イ） 研磨剤入り不織布
（ウ） メラミンスポンジ
（エ） スポンジ
（オ） 研磨剤入り不織布
（カ） メラミンスポンジ
（キ） スポンジ
（ク） 研磨剤入り不織布
（ケ） メラミンスポンジ
（コ） スポンジ ※1　つけ置きを10分間とする

（サ） 研磨剤入り不織布 ※2　40℃温水を使用する

（シ） メラミンスポンジ ※3　温水に弱アルカリ性洗剤

（ス） 重曹飽和溶液 スポンジ 　　　2mLを滴下する

（セ） 次亜塩素酸Na水溶液※４ スポンジ ※4　200ppm水溶液を用いる

冷水

なし

温水※２

温水のみ

弱アルカリ性洗剤溶液※３

ていた（図 5）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小麦ふるい場所、③及び⑤はほぼ一直線上に配置されていたが、小麦ふるい場所により近い

⑤では 5～30 分以降検出されなかった【小麦】が、③では常に検出された。本結果から、③に

検出された小麦粉は、調理従事者や調理器具等に付着していた小麦粉からの飛散であったと考

えられた。 
 

３ 牛乳洗浄実験 
（１）調査内容 

当保健所の検査室において、ステンレス製のボウルに耐水ペーパー（#1500）で傷をつけ、ボウ

ルに付着した【乳】を落とすための洗浄方法について検討を行った。ボウルに牛乳を注ぎ 30～60
分静置した後、流水で 3 回すすぎ洗浄を行う。その後、様々な条件で洗浄を行った（表 3）。それぞ

れについて各 3 回ずつ弱アルカリ性洗剤を用いて洗浄を行い、洗浄毎にふき取りキット（日水製薬

株式会社ルシフェライト「ニッスイ」ふき取りセット）及びアレルギー検査キットを用いて【乳】

の残留を調査した。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
また、牛乳を注ぎ静置をせず、すぐに弱アルカリ性洗剤を用いてスポンジで洗浄したものについ

ても 3 回の洗浄を行い、洗浄毎に【乳】の残留を調査した。 
    

（２）結果及び考察 
本実験により、乳が入ったボウルを放置せずにすぐ洗浄を行えば、【乳】は残留しにくいが、放

置することによって【乳】は残留しやすくなり、つけ置き無しでは弱アルカリ性洗剤を用いて温水

洗浄を行った場合においても、【乳】が除去できないことがわかった。ボウル表面には乳の薄い膜

図４ 小麦ふるい開始 2 分後の調理従事者の動き 図５ 小麦ふるい開始 13 分後の調理従事者の動き

→: 小麦ふるい作業者

の移動経路 

小麦ふるい箇所
ふるい後の作業箇所
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- （ア） （イ） （ウ） （エ） （オ） （カ） （キ） （ク） （ケ） （コ） （サ） （シ） （ス） （セ）

なし

温水

重曹溶液
次亜塩素酸

Ｎａ水溶液

スポンジ スポンジ
研磨剤入
不織布

メラミンス
ポンジ

スポンジ
研磨剤入
不織布

メラミンス
ポンジ

スポンジ
研磨剤入
不織布

メラミンス
ポンジ

スポンジ
研磨剤入
不織布

メラミンス
ポンジ

スポンジ スポンジ

１回目 － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － － －

２回目 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － － － － － －

３回目 － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － － － － － －

表4　牛乳洗浄実験

条件

乳の放置 あり（30～60分）

使用水 冷水 温水

つけ置き なし 温水のみ 弱アルカリ性洗剤溶液

洗浄用具

洗
浄
回
数

及び液面部分にはクリームラインが観察されており、これらの形成が乳の強固な付着に関与してい

るものと考えられた。また、放置したボウルを洗浄する際は、温水でつけ置きを行うことが効果的

であり、更には温水に弱アルカリ性洗剤や薬剤を入れてつけ置きを行うことがより効果的であるこ

とが示された。しかしながら、通常使用していない薬剤を本作業のみに使用することは、調理作業

の効率低下や、異物混入などのリスクも存在すると考えられる。 
使用する洗浄用具については、スポンジと比較し、研磨剤入り不織布またはメラミンスポンジが、

【乳】の洗浄に適していることがわかった。しかし研磨剤入り不織布を用いて洗浄した際は、ふき

取りキットの表面にボウルが削れたものが付着していることが観察され、ボウルに新たに傷がつき、

更なる【乳】の残留を引き起こす可能性も考えられた。（表４） 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ まとめ 
（１）小麦ふるいによる小麦粉の飛散状況実験 

小麦粉の飛散実験結果から、作業台上で小麦ふるいを行うと調理場全体に小麦粉が飛散したが、

換気扇直下で小麦ふるいを行うことにより、小麦粉が換気扇から調理場外に排出され、調理場内で

の飛散を減少させられることがわかった。また小麦ふるいを行った調理従事者の移動により、【小

麦】が拡散する可能性が示された。専用区画のない調理場で【小麦】アレルギー対応食を作る際は、

①【小麦】アレルギー対応食を一般食より先に調理することで時間による区分を行い、②一般食の

調理の際は換気扇直下での小麦ふるいや作業衣の交換によって小麦粉の飛散を減少させ、③調理終

了後には調理場全体の洗浄を徹底すること、がより効果的であると考える。更に、本調査で判明し

た、排気口から多量の小麦粉が排出されているという結果から、調理場の排気口付近には、【小麦】

アレルギー児童を近づけない対応も必要であると思われた。 
 
（２）牛乳洗浄実験 

乳の洗浄実験結果から、乳が付着した容器を放置せずにすぐに洗浄することが重要であるが、放

置した食器具等を洗浄する際は、弱アルカリ性洗剤または薬剤によるつけ置きを実施し、弱アルカ

リ性洗剤による温水洗浄を行うことが有効であることがわかった。洗浄用具としてはスポンジと比

較し、研磨剤入り不織布若しくはメラミンスポンジが効果的であった。作業効率や異物混入等のリ

スクを考慮すると、実際の調理現場で簡便に行える対策としては、①温水に弱アルカリ性洗剤を入

れてつけ置きを行い、②メラミンスポンジを用いて弱アルカリ性洗剤による温水洗浄を行うこと、

が最良であると思われた。 
 
５ 結果を活用した衛生教育 

これらの結果を踏まえ、当所管内の保育園や給食センター等に従事する栄養士及び調理師約480名
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を対象に、食物アレルギー事故防止対策の講習会を実施した。講習会のアンケート調査では98%の受

講者が参考になったと回答し、コンタミネーション防止について理解が深まった等の好評価を得た。

また講習会資料は東京都の他事業所にも提供し、広く活用を図っている。更に今後は、コンタミネー

ション防止に関するリーフレットの作成を行うとともに、当所ホームページ等に掲載するなど、調理

現場内のコンタミネーションによる食物アレルギー事故防止対策の幅広い普及啓発を行っていく予定

である。  
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